
ー

会

帰

一

I

員

割

-

a
p
-
-
委

部
一

ー
で

月

行

型

市

一

R
d
6

発

り

町

一

手

・

よ

甲
-

勺
4

f

集

だ

泊

日

面

会

川

第

和

高
晴
間

円

府

話

i

年

Z

'l'J奇布教会犬、よリ
)
 -( 
本市の人口

(昭和50年 5月1日現在)

人口総数 1.94.285人

男 94.525人

女 99.760人

帯 数 61. 031世帯

副
議
長
は

世

一
j

H

一

五

月

臨

時

会

Z
F
3
3
1ヨ
司

咽

喝

窃

刻

闘

ー

白

咽

繭

芝

方

に

刀

っ

て

告

環

境

の

砕

し

て

は

正

し
い
判
断
の
中
で
あ
く
ま

…
一
守

提
出
議
案
と

川
川
当

日

臨

'
F
F
E酔
払
艇
臨
型
符

j'
耐
、
教
門
福
祉
の
充
毒
霊
化
す
で
も
市
民
の
袋
で
あ
る
議
会
人
と
止

一

h
u
lそ
の
結
果

-己

一
山

i

p

私
ど
も
、
も
宅
主
力
非
オ
で
る
一
員
都
民
の
増
山
に
叫
処
し
、
人
し
て
の
よ
主
立
っ
て
員
と
一
丘
三

認

一
川

、

』

町

、

守

は

ご

ざ

い

ま

、
警

告

の

間

通

事

の

確

立

に

た

ゆ

ま

と

な

り

、

車

の

思

の

如

く

雪

山

吉

号

車
決
処
分
に
つ
い
て
(
一
京

日

圃

対

二

》
AZ愉
に
き
者
と
し
て
新
た
な
叫
雪
量
刀
を
注
い
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

し

て

先

制

朗

議

室

三

げ

つ

吉

宗

結

比

古

屋

患

の

遣

に

戸

a

，LR
、酔
・『

U
U

L

っ
て
伝
統
あ
る
市
議
金
の
帯
一
胞
と
り
ま
す
が
、
今
後
激
し
く
若
手
る
て
ま
い
る
こ
と
が
市
輩
出
版
の
逃
に

川
て
つ
い
て
)

可

d
E
1

司

U
品
位
を
汚
す
こ
と
な
く
、
そ
の
職
目
立
寄
の
い
に
あ
っ
て
、
市
民
の
也
結
す
る
も
の
と
伍
信
を
い
た
す
次

…
五

U
号
室
処
分
に
つ
い
て
(
昭

ニ

ー

ー

を
寺
島
に
誠
心
誠
沼
市
小
命
の
括
主
を
す
、
山
訴
す
る
都
市
問
題
第
で
あ
り
ま
す
。

山
一
朝
四
十
九
益
事
閉
一
般
会
計
補
正

可

、

時

J

J
眠
刀
畳
間
基
い
た
ず
は
恒
三
ざ
い
ま
を
解
決
し
て
い
く
加
古
治
体
富
市
民
の
き
丸
、
ど
う
か
未
熟
な

川
吉
第
六
号
)
)

可

島

村

川一

割

伊

却

す

。

割

は

重

大

な

む

の

が

あ

り

、

市

民

の

弘

ど

も

で

あ

り

ま

手

十

九

万

直

己

表

号

案
去
に
つ
い
て
(
悶

量

室

長

会

で

あ

露

喜

章

、
五
月
十
音
量
さ
れ
、
E
剛

警

長

警

構

成

五

，

f
-

・
4
よ

江

戸

時

計

砧

日

現

時

計

訪

日

付

一

ぷ

初

日

比

一

[

吋

諮

問

…
一M
M
V
U
J日
司

事

業

会

と
市
草
案
六
件
に
つ
い
て
二
日
間
に
わ
た
り
護

し
ま
し
た
。

話

要

望

は

、

襲

の
結
果
、
警

に

は

一

…

こ
の
た
び
市
披
露
民
一
基
準
四
年
間
の
実
酬
を
翠
時
に
第
二
百
か
か
る
重
要
な
時
期
に
距
製
部
主
ね
る
再
で
あ
り
ま
す
の
で
滋

山
一言

号

室
処
分
に
つ
い
て
(
甲

山
中
警

(Eク
フ
プ
)
が
、

剛
警
に
は
小
理
主
(
市
政
ク
ラ
ブ
)
が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た

。
ま
一

…
後
、
初
の
臨
時
市
議
世
に
お
き
ま
し
の
市
此
を
執
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
と
い
品
販
に
就
任
い
た
し
、
い
ま
主
政
に
深
い
と
理
解
と
附
心
主
主
市
雨
雲
例
の

一部

妻

子

乏

一
山
て
、
私
ど
も
は
若
あ
る
思
量
し
た
。
河
口
市
在
、
童
話
か
さ
ら
な
が
ま
志
望
世
間
に
許
容
せ
い
た
だ
き
ま
し
て
、
一
肘
の
と

山例
制
定
に
つ
い
て
)

た
四
つ
の
常
任
委
員
も
選
任
し
、
市
長
提
案
の
議
案
に
つ
い
て
は
い
す
れ
忠
告
と
お
り
決
め
ま
し
た
。

正

会
警
故
び
に
削
減
告
の
議
長
全
開
し
て
人
間
茸
宜
、
喜
望
せ
ら
れ
た
使
命
の
軍
大
吉
軒
震
い
間
帯
と

c
m
E舟
わ
り
ま
す
よ
う
斗
凸
同

意

一
…
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
塞
青
空
母
、
閉
官
常
に
た
す
も
の
き
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
切
に
詰
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
就

川一
言

号

室

長

芸

員

の

産

量

喜

章

、

E
則
被
選
準
、
一
石
丸
あ
き
じ
支
障
さ
=
一
票
一
警
の
使
命
と
し
て
の
望
構
成
嘉
一

ど

に
感
激
で
青
ま
す
。
市
民
と
主
に
あ
る
と
い
う
括
誌
と
き
に
あ
た
品
壁
と
い
た
し
ま
佳
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

止

に
つ
い
て

重
責
の
選
定
義
警
が
ス
タ
一
義
正
左
肩
門
(
市
政
ク
)
一
間
前
一
わ
る
と
と
も
に
、

E提
出

撃

事
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三
第
日
号
底
究
主
主
任
に
つ
い

l
ト
す
る
に
当
つ
て
の
議
金
構
成
を
主
一
込
山
武
雄
(
社
会
党
)
一
環
一
磁
を
全
て
終
了
し
、
五
月
臨
時
会
を
閣

一

一

一

て

に
行
品
会
で
あ
η
ま

す

。

一

で

、
第
六
十
七
代
謀
長
に
は
小
河
原
一
会
し
ま
し
た
。
一
向
る
ぷ
ど
主
題
訴
小
著
半
幌
苫
一
答
河
川
語
主
は
、
白
系
金
一
る
と
時
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て

、
京

一

議

会

監

査

委

員

に

込

山

氏

手

主

主

議

員

伝

説

閉

臨

一正
平
氏
が
現
送
さ
れ
、
芝
、
市
長
か
二
担
、
交
議
で
の
質
疑
問
答
と
一
せ
た
と
い
う
も
の
で
、
乙
れ
に
対
し
剣
一
中
心
に
自
の
男
言
て
ー
施
し
て
一
票
話
し
た
河
川
消
型
芝
焼
き
で
一
選
出

里

至

妻

人

E

陣
警
の
も
と
で
一
円
わ
れ
た
議
量
準
一
ら
提
出
さ
れ
た
絡
会
選
出
監
室
員
に
一
当
局
手
は
、

Zと
お
り
で
す
。
一
害
情
金
八
万
円
を
支
払
う
と
い
う
↑
き
て
い
る
。
議
事
件
ル
雨
量
時
三
還
が
発
生
し
た
を
ほ
、

幸

喜

一

公

平

委

員

に

今

村

氏

暴

君

、

↑は
ま
一
致
で
み
山
貴
重
に
同
意
し
一

一が
、
こ
れ
は
、
昨
年
各
自
治
会
で
実
施
主
量
産
毎
年
通

し

て

い

る

主

で

あ

る

。

一

山
中
繁
芳
(
霊
ク
)
三
一一票

一い
わ
ば
結
合
毒
の
選
出
義

え
ま
し
一

河

川

清

掃

事

散

一し
た
間
川
舗
と
閉
じ
需
の
も
の
な
一

2q京
著
し
く
差
し
て
い
る
一
ま
た
、

同
事
去
年
腕
に
は
、
旦

、

斗

γ

b
F
掛

一任
日

日

付

録

制

日

訪

れ

五

五

郎

(

共

産

党

)

量

一

た

。

ノ

一

の

責

任

所

在

は

一の
か
。
ま
た
、
河
川
比
例
剤
事
業
実
施
中
一
と
ご
ろ
は
消
防
団
に
誼
託
し
て
、
そ

の
一
塁
、
-
躍
禁
止
た
る
べ
き

J
一
回
一
一
一
一
一

tv
-泊
五
に
つ
い
て
も
、
会
一
訟
を
も
っ
て

許

認

に

山

中

捕

手

当

詰

民

間

線
香
四
六
号
は
河
川
部

一

紘

一

白

百

日

目

立

括

計

約

一

一

討

す

で

2
1
r
t
5一

詩

こ

主

計

択
に
、

霊
長
の
も
と
で
の
謀
長
一
挙
、

E提
出

量

産

量

、
公
一
葉
山
一
環
と
し
高
事
棄
し
一
誤
審
す
る
同
主
に
は
担
議
員
一
異
な
ら
な
い
。

E
Zは
消
防
団
ヱ

l
i

l

-
-
一
塁
間
の
慰
安
負
担
詰
一
氏
一
甲
府
市
福
一
一
一
丁
目
幸
三

一
平
委
員
選
任
を
全
会
一

致
で
決
め
、
初
一
た
枯
草
慢
山
際
、
清
折
町
住
民
所
有
に
一
砂
配
慣
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。
一
過
売
で
は
あ
る
が
、
本
市
の
流
任
で
あ
一
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
込
山

n一山

J

議
長
に
山
中
繁
芳
氏
一当
選
一一

小

河

原

正

平

氏

川
町
な
ど
専
決
処
分
を
承
認



(2) 昭和50年 6月 1日りよだ.-6、
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議市府甲

7 他の隊員の意思t-帽聴 L横討する こ と
8 責任を回避Lないニと
9 手1I己的行動を Lないニと
10 遺構の公正を糊 する こと
11 刷 会の揖限を逸脱 Lない二と
12 執行檀聞と協 力して持政 の成績 を事げる

こに腎 めるニと

一(注)各議只町氏名町下欄は， 住所.年齢。職
業. I~Jl歴(カッコ内，.役底)議席順

第 25号 ，

浄ふみ弓司
{法学博士回口弼一氏町ことまよけ

住 民の畢掃を念 とするこ と
民主主轟の観念を金需す ること
住民の幸福になる ことを闘査するニと

代曹の鋭意:を全得すること
艦正公平なるニと
瞳畏を草敬 L、組長を中心として行動す

るニと
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0役ル
石 川量 朗
fj>野丁目 1番18号

56オ
会社社長
3 期

(監査委員)

a・・
連川朝治郎
千坂一丁目 3番28号
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島章
3 期
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伊葺常八 |小河庫正平
上石回二T目.1番25号| 師回二丁目 B番2号

60オ 62才

毘 まt本質量健"，阿川|団体験日
2 醐...剣山容，，，，12 期

白 (総膏聾R世)

塩野聾明
新!日町'53番地

52オ
造園章
1 1II 
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河 西 宮 夫
国母四丁目 6番目号

43オ

団体性u
lRJ 

b -
三 井 五 郎
東光寺町26.番絶

49才
政党役目
5 期

置川和愛子
構桜町白番他の5

43才
良重
2 期
(l!註桂晴香HJ<l

山中軍芳
武図一丁目 4番28号

52才

全社世H
3 期

(干算特別委HGl

石丸あきじ
匝E二丁目 2番36号

49オ
政党在日
3 期
(民生委且長)

轟 R 貰

子塚四丁目12書55号
54オ

会社役H
3 期

(担詰睦由香且長)
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向 車 拳 興
塩郁三丁目 2在23号

44才

全社役H
3 期

(民生委且長)

珊氷珊富
宝一丁目39番15号

64オ
全社社長
3 期
(水道番目D:l

小林車先
東光寺町21闘番地

53オ

憎 Ig
3 期
(民生聾H長)

上 田英文
下銀治E町田4番地

43才
憎 Ig
3 則

(監査聾日)

込山 貴雄
型映ー丁目14番9号

55才

団体在日
5 期

(監査委員)

且間且興
普光寺町2.77番組

44オ
団体性R
3 期
{副議長)

揖込檀一
中小河原町161番地
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3 期
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掴 ロ 積 一
高知二丁目 7番6号

42才

団体ii:ft
2 期
( 水道~Jl長)

~ ~ 
措内光雄
青沼ー丁目 2番22号

42才
団体注目
2 期

(韓語署JlGl

a、、

早川光国
宝二丁目26番9号

59オ
団体性日
1 期

小椋 E 
i孟部二丁目 7番13号

50ォ
国民聡且
l 期

原田正八圃
士田町9番15号

56才

全社社民
l 朗

車辺憧市
青沼一丁目 2番7号

70才
全社社長
6 期

(建註経晴香貝Gl

号7
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雄
手
山
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目
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長
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沼

社

議
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育

会
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番

長

率

げ

日

戸

目

才

委

a

樺

T
3

揖

三
6
R

桂

車

内

世

監

の

体

期

担

柏

丸

聞

3
(

4・‘
中西 久

提畦丁目 2番11号
53オ

全社投H
3 期
(町議長)

古置永太皿

住吉本町1990番地
63才

全社社E
I 醐

ー
日 弁 成 夫
大手三丁目 4番.9号

30ォ
団体在日
1 期

秋 山 慣主館
中央三丁目10番11号

60オ
全社在且
2 期

(総務副委JlJ<l

.... 
溝 口一 雄
天神町14番17号

53才
政党在R
4 嗣
(IrJ抽長)

広
域
行
政
事
務
組
合

甲

府

玉

穂

中

組

合

今
臨
時
間
会
に
お
い
て
甲
府
地
区
一
市
玉
哩
村
中
学
校
組
合
師
会
議

R
町
週
一
に
よ
っ
て
立
の
と
お
り
肉
眼
且
が
当
選

広
雄
行
政
事
暗
組
合
開
会
眼
目
叩
府
-
棋
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

L
指
名
推
せ
ん

一
さ
れ
ま
し
た
.

員

を

選

挙

各
常
任
委
員
会
並
び
に

議
会
運
営
委
員
会
の
構
成
決
る

議

醜 E 盟 公 S貧困 輔由自 市

交捗図体名
回且 党産本共 且由 本社会党

世
且 明

R回 民主党
ク
ラ
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構

会

に

お

け

る

内

部

審

査

機

聞

と

し

署

員

四

川

朝

治

郎

地

て

醜

果

、

聞

願

、

陣

情

専

向

審

査

並

，

小

林

博

光

男

書

び

に

開
査
を
行
宇
ヲ
た
め
条
例
に
よ

e

河

西

宮

夫

お
オ

)

-

茸
円

7

長

一

n
，
位
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
常
怪
委
且
会

w

中

西

久

町内

4
E

一

川

寺

社

期

一並
び
に
、
醐
会
運
営
に
閲
す
る
、

韓
長

H

三

浦

大

作

tm
組
5
峨

一

町
時
間
蝿
関
で
あ
り
ま
す
、

損

会

運

営

，

堀

内

光

雄

吾

且

会

問

構

成

が

決

定

し

ま

し

た

.

'

石

丸

あ

さ

じ

{輯
覇
要
員
会
〕
定
数
+
一
名
〔
量
位
揖
清
聾
員
会
〕

定
数
+
一
名

聾

員

長

伊

藤

常

八

要

員

集

秋

山

制

止

郎

副

書

員

長

早

川

光

囚

副

聾

員

長

市

村

瑚

m

委

員

内

蕗

究

拍

委

員

長

噸

正

左

街

門

'

内

藤

幸

男

'

小

河

原

正

平

'

塩

野

褒

明

m

上

田

英

文

'

小

沢

綱

雄

'

柏

加

出

撃

'

早

川

武

m

m

古

屋

永

太

郎

w

風

間

良

興

'

樋

口

相

一

M

小

林

匡

'

服

田

正

八

郎

'

溝

口

一

雄

n

楢

込

理

一

'

三

井

五

郎

'

武

川

和

妊

〔民
生
聾

員

会

〕

定

数

九

名

〔水
道
委
員
会
}

定

数

九

名

委

員

長

円

踊

掛

一

書

員

長

土

足

直

副

要

員

長

白

井

直

夫

副

署

員

長

市

川

正

雄

新しい会 派の 紹介

。
代
最
名

畢

員

給

沢

茂

'

市

氷

山

富

M

山

中

車

労

，

石

川

達

朗

，

捜

辺

岬

川

市

'

込

山

貴

雄

'

小

林

市

晴

作

〔瞳
金
量
蛍
聾
員
会
】

十
一
名

要

員

長

風

間

内

民

興

副

書

員

長

拍

脱

出

開

幸

書

員

内

藤

秀

拍

府

市

水

山

富

N

伊

四

時

常

八

m

檀

辺

情

市

'

土

皮

也

'

小

林

匡

N

小

林

雌

作

N

早

川

光

闘

"

武

川

和

肝

O
甲
府
地
区
広
埴
持
政
事
時
姐
合
瞳
量

内

輯

吟

的

清

水

消

日

内
即
時
議
列
伊
一
脇
市
八

一

砧

野

袋

明

土

屋

直

古
い
也
氷
太
郎

白

井

成

夫

風

間

良

興

小

仲

出

端

口

一

雄

三

井

五

郎

O
甲
府
市
玉
樟
材
中
学
棺
組
合
植
民

内

藤

幸

鈎

伊

藤

枇

八

附

岨

野

俊

明

小

沢

綱

雄

早

川

武

列

小

林

匡

早

川

光

国

三

井

五

郎

n
F
 

仁川
F

市
抽出
会
を

開
踊

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

み
な
毎
ん
が
選
ん
だ
代
表
容
で
あ
る

時
M
町
活
動
を
充
分
理
解
す
る
た
め
に

も
ぜ
ひ
損
金
を
抽
出
聴
し
ま
し
ょ
ヲ
.

な
必
‘
次
凶
は
六
月
間
協
同
予
定
で

す
.



一
八
〉
経
済
行
政

一
よ
う
な
状
躍
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
様

、
政
府
は
積
抽
問
に
こ
れ
に
臨
み
た

一

思

蛸

諮

信

一

土

地

改

良

事

業

受

益

一

含

聾

普

賢

主

主

聞

く

な

高

で
あ
る
が
奈
は
ど
の
よ
う
に

土

J

後

世

清

泊

陵

情

E

ぉ

:

一

一

か

で

対

処

し

て

い

き

た

い

。

え

る

か

。

一ご

恒

例

一

時

ト

順

目

制

…

話

一

世

一

一
一
者

負

担

解

消

を

き

こ

ま
た
、
一
方
で
は
市
街
化
包
域
内
の

一一

引

出

b
m
駅

託

会

附

伴

俳

村

田

州

出

一
一
間

土

拙

改

良

事

曜

日

陣

、

現

在

、

農

一

筏

術

指

導

等

一

拍

に

技

団

惜

の

対

韓

と

し

て

所

有

し

亡

二

断

畑

出

府

抑

制

掛

ι

j

j

広
島
一
附
順
一
一
民
が
毒
の
一
の
負
担
を
し
て
い
る
一
腹
娠

に

努

力

る
も
の
も
あ
る
が
二
」
れ
と
の
話

↑一

例

応

統

疑

:
、
長
佐

議

例

議

報

ー
い
則

一
が、

C
Uに
お

い

て

は

す

で

に

三

付

の

一

合

い

は

ど

う

す

る

の

か

。

一一
定

胎

脱

質

問

盟

同

性

時

h
j

条

地

揺

出

誠

一

一
の
主
担
が
哲
さ
れ
て
、
る
。

E
れ
一
間
石
油
パ
ニ
ッ
ク
の

後

ニ

長

朝

苦

患

者

の

税

負

担

の

官

室

一
計

除

膨

J

勧

佐

ι
保
志
ム
日
十
本
位
代
は

一

J

川

、

一

，、

、

't

一
月

U

3
日
4
n
u
f
t
d
f
日

-d

i

(

li
-

-は
公
ま
f
Fす
る
も
の
で
レ
つ
カ
ら
五
一
む
揖
カ
来
る
と
し
わ
れ
て
お
り
、
食
刺
し
く
な
く
揖
企
あ
る
ご
と
に
う
っ
た
え

一

3
m
m
4
川

出

m

m

4
訓

一
一
宮
一
量
露
出
幸
福

Zか
。
一
の
閏
柑
が
で
き
な

い

わ

が

国

で

は

、

安

て

き

た

。

豊

喜

志

雪

量

に

一一再
富
市
議
会
は
、

一一一
用
吉
に
重
さ
れ
、
会
期
を
二
十
五
日
ま
で
と
去
、
耳
喜
に
費
の
改
選
毒
え
て
い
る
た
め
、
骨
格
予
算
と
し
て
一
一
川
1
加

1

1

1

1

十

2

一
一
答
土
理
事
警
護
者
負
担
一

定

供

給

が

で

き

る

よ

う

な

施

策

が

撃

つ

い

て

は

宅

事

襲

を

配

慮

す

べ

き

成
主
品
翌
十
年
雪
型
算
案
な
ど
四
十
同
件
、
議
員
提
喜
一
一
一
主
義
し
ま
し
た
。

E
の
室
、
一
般
会
計
百
十
三
億
四
千
六
百
万
円
、
罰
一

i

ぃl
h

i

l

l

-

-

ーい
|
|
|
L
一に

つ

い

て

は

、

己

主

揺

す

る

三

で

あ

る

。

需

で

は

近

年

、

警

告

だ

が

、

投

書

量

産

裏

金

と

一(

I

l

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

i

一は

持

っ

て

い

る

が

、

告

す

る

こ

と

に

冨

の

語

に

青

股

間

は

縮

少

の

一

、

Z。
な
お
笑
器
廷
に
つ
い
て
は

会
計
雲
せ
る
と
初
め
て一一百
億
円
を
手
議
二
百
二
十
一
極
八
壬
量
十
一
万
六
百
の
大
型
予
算
の
う
ち
、
同
雲
辛
苦
主
党
書
守
番
一
市
民
が
一
許
認
ん
で
い
る
の
は
、
語
一
せ
な
い
現
状
で
治
生
一

T
H
主
様
相
一
よ
っ
て
霊
高
え
工
事
還
す
る
一
途
を
た
ど
り
、
車
腰
掛
謀
っ
て
雅
一
問
票
率

2
2に
っ
し
夏
#
員
会
が
進
め
て
お
り
、
角
に

で
、

g
z
gいず

れ
き
典
型
く
夏
の
と
お
り
夏
し
ま
し
た
。
ま
長
棄
の
宣
告
、
甲
府
間
空
暗
号
事
例
の
一
堂
一
里
高
露
で
あ
る
。
京
特
産
扇
町
謀
、
車
入
口
組
な
ど
の
旦

l

i

l

i

-
-
十

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

i

i

!

一
号
す
る
。

お
ザ
ー
何
時
間
九
九
十

h
M尚
一

J
U
F日
制
作
リ
ゴ
甘
い
片
付
同
一
昨
日
明
化
促
進
に
附
す
る
特
別
一
目
的
ん
沼
町
長
十
改
良
さ
れ
る
一
通
円
山
町
市
抑
制
は
、
上

。
民

生

行

政

一

中

込

倒

産

に

関

H
こ

!

j

l

こ

こ

一

こ

と

が

員

Z備
に
つ
立
さ
す
と
語
さ
っ
た
が
進
展
ま
な
い
よ

母

子

世

帯

医

療

費

の

一

連

す

る

対

策

は

今
期
霊
の
一
般
質
問
は
、
コ
一
月
十
一
百
か
宇
四
日
ま
で
の
三
日
間
ふ
一
プ
レ

ハ

ブ

教

室

7
f
F問
つ
長
く
器
留
の
一
の
で
、
一
メ
!
ト
レ

ι上
品
質
点
と
す
一
相
生
一
丁
皇
誌
は
1

富

富

一

一

昔

、
沼
沼
健
市
議
室
)
、
市
川
正
雄
(
市
号
、
話

E開
一

解

消

の

対

策

は

一
働
き
か
吋
毛
っ
て
い
き
た
い
。
一
べ
き
だ
き
ん
で
む
が
、
た
と
え
一
富
市
誕
の
街
路
葉
と
し
て
、
甲
府
一

無

料

化

六

月

議

会

に

め

ど

一

問

主
グ
ル
ー
プ
の
主
上
島

(
E
Z
、
三
浦
大
作
(
社
会
党
)
、
溝
口
一
雄
(
詰
覚
)
、
一一弄
五
郎
一

↑
ま
た
、
半
区
の
請
に
つ
い
て
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
っ
て
も
、
語
に
一
事
は
棋
わ
っ
て
い
る
。
一
部
パ
イ
土

問
母
子
世
帯
に
対
す
る
医
療
費
の
一
も
反
対
で
は
そ
、
協
力
が
得
ら
れ
つ
一
時
に
桐
元
に
で
、
他
に
開
閉
取
得
し
一
墜
に
よ
り
、
重
量
権
者
約
百
人
は

一龍一
w

諮
問
時
計
一
五
日
出
諮
問
一
時
点
端
耕
一
昨
抑
制
一
一
諮
問
日
…
し
し
し
一
一
一部
説
明
一
期
間
市
民
一
一
諮
問
百
五
日
間
切
れ
れ
れ
れ
れ

一
。
教
育
行
政

豆
町
で
、

2
3に

重
一
日
開
犯
行
十
明
書
に
対
す
一
区
再
編
若
宮
北
問
、
点
一

市

南

部

地

域

道

路

一了し、

一
部
還
さ
入
っ
て
い
一
語
五
十
師
事
号
算
で
あ
る
の
一
合
い
が
詳
し
て
い
る
の
で

Eし一

答

し
産
量
に
つ
い
て
は
、
L
答

末
現
封
筒
と
し
て
児
童
へ

だ

一

甲

商

移

築

現

場

意

見

一
す
べ
き
と
な
っ
た
経
過
が
あ
り
、
重
一
ま
た
、
遺
品
開
に
よ
っ
て
プ
レ
守
を
五
↑
一
重
i
i
#
7
1
1
一

一
整
備
の
見
通
し
は

一
る
。
早
期
完
了
を
め
ざ
す
。

十で
、
六
月
税
金
に
望
と
し
て
躍
り
込
一
合
い
長
ね
て
い
く
。
な
お
、
心
選
「

u
Eと
出
元
と
の
揺
し
各
い
で、

一
の
翼
号
室
昨
年
春
れ
四
億
一
平

一

五

一

昨

打

科

目

会

喜

一

日

記

誌

は

い

な

い

け

A
H
p
d
o建設
行
政

一
問
中
番
需
掛
国
母
ヱ
韓
国
一
制
詩
九
時
片
山
時
間
一む
一
一

-
M
u
u
j曹
の

窓

一

官

民

一

葉

に

向

っ

て
一
j
五
十
五
年
ま
で
に

l
移
転

Z
L
Z
E
-
-て
境

与

一
も
特
別
委
員
会
を
聾
し
て
真
剣
に
長
一
レ
l
ム
君
、
た
よ
う
だ
。
学
校
当
局
一
状
と
れ
区
別
編
成
の
進
襲
況

一一

生

活

環

境

整

備

に

一

割
、
南
西
住
吉
明
な
ど
、
こ
こ
数
年
一
れ
ば
進
捗
す
る

-
E進
入
号
、
荒
一化

、
さ
ら
に
描
児
の
霊
他
苦
手
一

一

う

に
な
っ
て
い
る
の
で

そ
の
撃
嗣
一
ク
の
な
か
で
読
書
が
な
い
よ
う
岡

議
一

一

言

し

ふ

工

で

き

る

の

か

。

ま

た

一

勺

は

ど

う

一

水

路

改

修

を

検

討

一

野
が
議
に
進
ん
だ
が
、
変
事
一
川
に
本
橋
毒
殺
す
る
己
主
え
ら
一児
ま
で

E
Z
E
E-

五

十

五

年

度

迄

に

一

に
沿
っ
て
同
間
取
得
等
努
力
し
て
い
く
一
貨
の

3
2。

需
独
自
の
も

高

士

一

一
国
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

L
2
5善
施
策
で
あ
り
一

一

塁
で
器
産
量
し
て
い
る
。

一れ
る
が
、
罪
言
禁
固
で
ま
一

答

5
2
5ベヰ

7尿
処

理

場

移

転

一

重

で

あ

る

。

一

一

目

当

日

同

誌

は

一

川

円

第 2 5号

定例ヨ5月

一
般
財
源
六
月
ま
で
約
八
億
円
留
保

初

め

て

予

算

額

二

百

億

超

え

る

り(3) 



招
和
五
十
童
話
は
、
骨
格
予
民
生
衛
生
関
係
一
て
農
業
経
書
へ
の
宅
情
並
撃
は
一
棟
、
現
代
病
に
取
品
む
器
内
制
帯一
て
い
る
固
ま
た
、
童
話
に
は
厳
し
一

1
・
・l
i
l
i
-
-
2

二
り
ま
せ
ん
が
、
荒
川
一
多
国
安
定
怠

、
保
耳
曹
に
つ
い
て
は
、
民
間
宮
し
く
な
い
と
い
う
器
官
、
令
書
む
一
鰐
床
一
五
一
の
増
床
〈
号
、
事
選
の
た
め
の
情
童
二

共

済

年

金

(

長

期

給

付

)

制

度

の

一

一加
し
白
量
十
万
ト
ン
奇
襲
す
る
に
し

算
と
し
て
一
編
成
さ
れ
襲
吉
れ
ま
し
天
皇
室
の
保
育
間
二
高
の
開
一
の
証
言
検
討
中
で
あ
り
、
芝
生

τ、
畠

者

の

た

め

の

通

罰

霊

な

す

し

て

い

く

。

才

改

普

に
関

す

る

愈

見

書

…

一子
六
十
年
度
以
陣
の
水
源
確
保
は
非

一

、

，

た

。

予

器

製

員

会

は

、

(

山

口

事

量

し

が

つ

い

て

お

り

、

市

立

で

五

賓

室

に

つ

い

て

は

霊

要

員

会

一ど

E
の
奪
病
院
と
し
て
、
そ
の
内
一
マ
水
道
事
業
会
計
二
わ
が
閏
に
お
り
る
社
会
保
障
、
府
が
左
組
事
項
に
つ
い
て
す
み
や
…

一一
に
躍
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
主
は

臼

・
~
品

川

M

書
室
長
)
十
八
日
か
ら
音
に
わ
た
り
霊
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
一
は
、
軍
空
否
定
員
増
喜
め
て
笠
通
在
中
で
あ
る
が
、
市
街
化
屋
内
宮
充
実
し
て
こ
の
六
月
に
事
才
l
一
一
、
有
収
率
の
全
国
平
均
は
七
五
ム
二
と
く
に
霊
制
度
の
貧
困
か
ら
、
か
な
る
重
苦
悶
す
る
さ
つ
求
め

一
一単
に
甲
府
閉
の
み
の
盟
と
し
て
で
は

司

一
『
苫
院
が
、
以
下
特
別
査
会
で
の
鶴
喜
聞
及
び
当
局
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
ま

一第
を
し
て
い
く
。
こ
れ
に
加
え
て
山
宮
一
に
点
在
す
る
経
由
を
交
換
奮
し
、
二
プ
ン
す
る
に
当
っ
て
、
震
語
は
、
一
号
、
需
は
四
十
八
芸
末
現
在
で
一

.
老
後
の
語
に
対
す
る
剤
、
中
年
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
万
く
、
よ
り
広
域
的
に
検
討
さ
れ
る
べ

日

一

'
J

ぐ

叫

し
た
点
と
童

3
5
2っ

て
み
ま
し
た
。

一

、
語
、
相
川
、
蓄
の
震
直
一
般
的
に
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
霊
祭
口
し
一
震
警
聾
附
さ
れ
た
こ
と
は
医
師
一
実
四
・
七
回
だ
っ
た
が
、
妻
一
月
一
君
妻
は
ま
て
覇
で
あ
り
一
、

5
5
3会

"
ー
で
あ
る
ζ

と

を

警

に
翠
し
、

口

一

一で
一
一
喜
の
定
員
増
も
は
か
ら
れ
一
て
指
定
を
し
、
薬
用
地
帯
と
し
て
有
一
に
と
っ
て
事
ぃ
。
開
院
運
営
に
は
、
一
帯
現
在
で
は
六
八
一

F
Z背
上
回
一
一
ま
た
襲
病
室
事
故
な
ど
の
に
、
世
働
者
負
担
を
軒
誠
一
す
る

一
宮
答
案
了
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

何

百

時

3
2土
佐
野
立

51一↓
…
患
の
進
撃
事
に
当
っ
て
い
一
区
制
制
十
日
間
誠
一
J
m
M
M
M錯
訂

正

諸

行

訪

日

誌

一

日

信

号

制

士

山

内

諮

問

刊

誌

ぬ

一括

持

続

訪

日

一
一

請

願

。
す
算
と
の
関
連
は
ど
う
か
・

一制
祉
は
あ
る
一
定
の
前
進
告
示
し
、
水

一震
を
見
い
出
し
書
す
る
こ
と
は

3
般
し
、
幸
男
聖
書
に
努
め
て
一
認
蓄
に
つ
い
て
は
器
職
者
、
主
医
務
局
毒
驚
の
ス
ム
ー
ズ
な
喜
一の
置
か
ら
み
て
、
五
年

を

ま

た

ず

こ

ご

が

あ

り

ま

す

。

ド

制

を

揺

し

、
そ
の
罰
聞
は
…

一
採
択
さ
れ
た
も
の

ど

筈

関
空
十
年
度
当
事
告
四
一躍
が
出
較
的
問
い
こ
と
主
萌
し
て
い
学
段
階
で
は
非
常
に
鍵
し
く
、
中
学
長
い
く
。

一
章
一
ニ
名
で
当
た
り
、
富
の
期
待
に
一プ
レ
イ
主
張
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
一
白
煙
運
で
き
る
見
通
し
で
あ
一
一

一
方
で
は
、
物
価
の
奇
跡
抗
議
開
負
担
と
す
る
乙
と
。
三

〔建
設
経
済
委
員
会
)

間

一月
の
明
言
一重
量
ぇ
、
撃
稼
で
告
。
守
管
理
に
重
点
を
お
く
べ
き

一人
を
出
さ
な
い
よ
長
大
の
勢
章
一
一
宮
の
健
康
霊
に
つ
い
て
は
、
一
変
て
い
主
ぃ
。
一
言
ま
で
懸
命
に
努
力
し
て
き
た
が
、
一
る
。

一

一
と
社
抗
告
の
激
変
か
ら
、

霊
一

一、
臨
時
職
員
期
間
お
よ
び
乙
れ

一
寸
法
器
袋
(
南
一
室
町
泊
器
章

一
を
編
成
す
る
乙
と
は
新
型
、
語
会
一だ
が
、
型
的
苦
の
は
功
を
あ
せ
ら
一っ
て
い
る
が
、

5
2に

検
討
を
一医
師
会
、
書
雪
構
成
メ
ン
バ
ー
一
マ
国
民
健
康
保
険
事
業
特
一
室
も
一
里
を
入
れ
て
い
く
、
と
五
て
漏
水
防
止
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
一
'
受
警
の
語
は
控
室
、
刊
に
き
開
聞
に
つ
い
て
量

一
一塁

-

警

察

)

一
の
棺
践
を
著
し
く
盟
す
る
こ
と
に
な
一

Z
め
の
細
か
い
施
策
に
召
喜
一語

、
準
備
輔
の
万
全
を
は
か
つ
て
一と
す
る
健
康
草
壁
議
失
語
)
一

別
会
計

一え
て
お
り
ま
す
。

一
室
一
斉
末
現
在
高
十
八
年
度
に
出
一

一
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
合
員
期
間
と
し
て
通
算
す
る
三

宮
遺
制
入
(
間
前
九
八
一
・
喜

τかね
な
い
こ
と
ま
た
遜
揺
を
通
じ
て
一
吉
、
こ
れ
か
ら
は
三
つ
の
柱
の
中
で
も
↑い
芝
ぃ
。

一盛
量
裂
を
八
月
頃
ま
で
に
開
催
一
関
税
診
療
こ

J
る
覇
徴
収
書
一マ
中
央
卸
売
市
場
事
業
会

一
較
し
て
票
加
で
約
百
万
ト
ン
の
雪
一
一

そ

も

そ

も

、

公

的

集

制

度

の

と

・

一

一

弥

百

部

ほ

か

)

吉

山

崎

九

時

島

町

諮

問

問

諮

問

拾

三

時

計

六

日

紘

一幹

部

終

結

古

川

銃

器

は

M
M
一
ず

の

喜

重

量

一

札

口

同

十

河

M
J
h
m
m
u一
…

刊

誌

誌

純

一

ど

十

持

訪

れ

一

一

陳

情

マ

、
一塁
計
に
つ
い
て
は
骨
格
予
算
一
答
古
著
書
に
は
傾
斜
的
に

一車
問
に
襲
さ
れ
る
の
を
撃
に
一
夫
、
削
減
ぐ
る
み
の
震
草
を
は
一
が
、
先
控
善
か
ら
、
音
的
に
問
一
引
の
原
則
を
忘
れ
て
い
る
の
が
主
な
原
一四千
ト
ン
以
上
の
宮
前
て
い
る
・

士
族
に
対
し
て
器
産
回
し
、
社
拠
出
し
ま
す
。

三
採
択
さ
れ
た
も
の

τし
て
編
成
し
た
・
重
度
予
算
の
叉
予
算
毒
入
し
て
き
で
す
、
著
書
一通
学
区
の
皇
室
率
的
に
再
検
討
三
か
っ
て
い
く
。
一
題
提
起
さ
れ
て
い
る
歯
税
治
療
の
苦
情
一
因
で
あ
る
の
で
、
正
し
い
ル
ム
量
一
て
補
話
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
町
二
会
語
暴
言
は
か
る
こ
と
に
昭
和
五
十
誓
買
手
五
日
二

「総
務
委
員
会
U

弘

前

川

河

諸

堅

持

軒

目

討

し

弓

一守

ぅ

県

宝

に

季

語

す

一ト
r
u刊
誌

騎

打

山

寸

前

締

結

け

い

訪

日

明

日

開

一

町

長

-

れ

れ

諮

問

十
一
日
間
話
日
射
能
一
同
町
一

一

時

十
品
は
こ
れ
ら
草
崩
華
大
蔵
1
訪

日

ご

一鳩

山

町

内

U5M

τ、
こ
の
方
針
に
基
〈
根
幹
薬
事
一室
も
甲
府
霊
長
、
中
学
校
て
、
警
貫
五
カ
許
凶
に
停
止
の
研
修
景
品
で

iし
、
そ
正
問
一す
み
や
在
荷
し
た
い
・
芝
、
主
し
い
蔵
品
め
を
四
月
一
自
主
査
を
み
て
い
な
い
の
で
、
乙
乙
撃
は
か
一
一
受

(4) 


